
島建技第９３ 号  

令和８年８月２７日 

関 係 各 位 

公益財団法人島根県建設技術センター理事長 

[ 公 印 省 略 ] 

令和８年度 第１３回土木技術講習会の開催について 

当センターの運営につきましては、平素から格別のご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当センターでは、建設工事における技術水準の向上を図るため、建設技術に関する専門研

修を行っていますが、このたび下記の講習会を開催します。 

つきましては、受講希望の方はとりまとめの上、当センターのホームページより申し込みください。 

記

1. 日 時  

令和８年１０月１日（木） ９：２０～１６：２０（受付８：５０～） 

2. 場 所  

松江会場：くにびきメッセ 多目的ホール （松江市学園南 1 丁目 2-1) 

浜田会場：浜田建設会館  ３F 大会議室（浜田市原井町 908-28）リモート 

隠岐会場：隠岐建設会館 会議室（隠岐郡隠岐の島町西町名田の四 34－1）リモート 

3. 主 催  

公益財団法人島根県建設技術センター 

4. 後 援  

島根県土木施工管理技士会 

5. 日程及び内容

『新技術・新工法の取り組み』 

詳細は別紙のとおり 

プログラムは予定です。講師・時間等が変更となる場合もあります。 

6. 受講対象者

県・市町村職員、建設業技術者・コンサルタント技術者・その他 

7. 申込期間

令和８年８月２８日（金）～９月２４日（木）１６：００〔Web 申し込み〕 

※申込は(公財)島根県建設技術センターホームページ（https://www.sctc.or.jp/）、からでき

ます。「受講申込方法（PDF）を確認ください。

ＣＰＤ単位   申請中 

ＣＰＤＳﾕﾆｯﾄ 申請中 

https://www.sctc.or.jp/


8. 受講定員

松江会場：１２０名  浜田会場：３０名  隠岐会場：２０名 

申込者多数の場合は、提出期限までに申し込みされた受講者の中から、申込書に記入され

ている各所属の優先順位を考慮して受講者を決定しますので、優先する順に受講者名を入

力ください。 

9. 受講の可否

受講の可否については９月２５日（金）１６時にマイページにてお知らせします。 

申込み責任者がマイページを確認ください。 

10.受講の変更・取消

受講者の取消をされる場合は入金締め切り日まで、また、変更は受講日の受付開始前まで

に手続きしてください。 

11. 受 講 料

無料 

12. 携 行 品

受講通知書（QR コード）、本人確認ができるもの(顔写真付き)、筆記用具

受講通知書（QRコード）を９月２５日（金）１６時までに発行します。マイページからダウンロード

して印刷するかスマートフォンに保存して当日お持ちください。 

13. 受講証明

この講習会は CPD および CPDS プログラムに登録しています。 

ＣＰＤ単位【 申請中 】   ＣＰＤＳユニット【 申請中 】 

会場で配布する「受講確認シート」の入力を確認後、受講証明書を発行しますので、マイペ

ージからダウンロードしてください。 

14. そ の 他

・各会場は駐車場に限りがありますので、可能な方は公共交通機関をご利用ください。

・本講習会は JCCA（一社）建設コンサルタンツ協会の HP に『ライブ配信あり』と掲載が

ありますが、２か所のサテライト会場（浜田、隠岐建設会館）への配信のみで、個別のラ

イブ配信はありません。

問い合わせ先 

〒690-0012 松江市古志原 4-1-1 

（公財）島根県建設技術センター 

業務部：福田・江角 

TEL(0852)21-9918   FAX(0852)21-9938 

E-mail:skengi-kensyu@sctc.or.jp



松江会場 

浜田会場

隠岐会場



令和８年度 第１３回土木技術講習会 

『新技術・新工法の 取り組み』 
日時：令和８年１０月１(木) ９：２０～１６：２０（受付：８：５０～） 

場所：松江会場 くにびきメッセ 多目的ホール（松江市学園南１丁目２－１）

浜田会場 浜田建設会館 ３F 大会議室（浜田市原井町９０８番地２８）リモート 
隠岐会場 隠岐建設会館 会議室（隠岐の島町西町名田の四３４－１） リモート 

主催：（公財）島根県建設技術センター 

後援：島根県土木施工管理技士会 

講師：参加各社  

スケジュール及び内容

時 間 項 目 内  容 講  師 

9:20 
～9:30 開会挨拶 開会挨拶および講師紹介 建設技術センター 

9:30 

～10:20 

【仮設資材】 

ハイパーCLT 敷板

「ハイパーCLT 敷板」は、CLT（直交集成板）を活用した建
設・土木現場向けの木製仮設敷板。仮設道路、重機走行路、
資材ヤード、仮設駐車場など、幅広い用途で活用可。 
敷鉄板と比較して大幅に軽量で約 1/4 の重量で、輸送台数
の削減や施工時の省力化につながる。 
環境配慮、省力化、安全対策、施工性向上などの取り組みと
して創意工夫に提案しやすいことも大きな特徴。 

株式会社カイタク 

営業部 

部長 

坂手 剛 氏 

10:30 

～11:20 

【現場管理】 

SiteRebar（AI 配筋検査

端末） 

「SiteRebar（AI配筋検査端末）」の特徴 
①独自の『AI配筋技術』により、高精度な配筋検査を実現
②デキスパート「出来形管理システム[配筋検査]」連携
により、設計 データ作成や検査報告書作成を含む検
査時間を 60%短縮

③クラウドデキスパート連携により、発注者立会などリ
アルタイムな配筋検査を実現

株式会社建設システム 

広島オフィス 

山本 尚弥 氏 

11:30 

～12:20 

【仮設工法】 
GEOTETS 工法 
（土留部材引抜同時充填 

工法） 

環境に配慮した仮設工法として、鋼矢板等の鋼製土留杭(以
下土留杭)を周辺地盤の沈下を抑制しながら引き抜くことを
可能とした工法。周辺家屋や道路等の地盤沈下防止、また、
新設施設の安定確保で施設の長寿命化に貢献する。 
高規格道路や鉄道に近接した土留杭の引抜において、各管理
者の基準(許容沈下量等)を満たした施工が可能となる。 
過去に道路下に存置された土留杭も引抜可能で、地下空間の
有効活用や再整備時のコストダウンと工期短が図れる。 

GEOTETS 工法研究会 

技術顧問 

京都事務所 代表 

西 靖彦 氏 

12:20 
～13:20 昼 食 休 憩 （展示パネル等自由見学） 

13:20 

～14:10  

【現場管理】 
eYACHO for Business 

デジタル野帳「eYACHO」は、朝礼、安全衛生会議、資材管理、
昼夜引継、図面チェックなど、様々な現場業務に活用できる、
建設現場アプリ。現場で是正指示書や報告書を作成でき、残
業時間の削減、ワークスタイルの変革に大きく貢献する。 
また、AI を用いて、過去の労災事例や、各種法令・マニュ
アル等の記載などから、リスクアセスメントを行う「安全
AI ソリューション」により、リスクを見える化し、安全対
策を高度化する仕組みを実現する。

株式会社 MetaMoJi 

法人事業部 第一営業部 

 中村 安貴 氏 

14:20 

～15:10 

【舗装】 
タフシャットＲＡ
（樹脂防水一体型アスフ
ァルト舗装）

樹脂防水一体型アスファルト舗装は、床版上に植物由来の特
殊熱可塑性樹脂を原料とした接着防水材を多量に塗布し、基
層舗設時のアスファルト混合物の熱により接着防水材を融
解させ、混合物の底部に浸透させることで、床版、防水層、
アスファルト混合物を一体化させる工法。
この一体化により、床版に対して高い防水性能を有すること
に加え、リフレクションクラックなどの発生を抑えることが
できる。

東亜道路工業株式会社 

中四国支社 技術部 

部長 

杉山 亮 氏 

15:20 

～16:10 

【軽量盛土工法】 
ＦＣＢ（気泡混合軽量盛 
土）工法 
～道路橋梁および港湾へ

の適用事例～ 

道路や橋梁を新設する際、軟弱地盤や山間部の急峻な地形へ
の対応を目的として、通常の盛土に代わる工法として、軽量
性、自立性および流動性を兼ね備えたエアモルタルを適用す
る工法。本工法の適用メリットならびに代替工法との比較に
ついて説明する。 
近年は、適用範囲を港湾分野や橋梁リニューアルなど活用範
囲を広げているが、最新の特殊事例や適港湾分野への適用事
例についても紹介する。 

麻生フオームクリート 
株式会社 

事業管理部 

部長 

増田 知久 氏 

16:10 
～16:20 質疑応答・閉会 質疑応答 建設技術センター 

※携行品：受講通知書(QR コード)、本人確認ができるもの（顔写真付き）、筆記用具

※昼食休憩のほかにも各講義間の休憩時間に展示パネル等の見学ができます


